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Ⅱ-11 部材引当入力 
 

部材引当入力の役割 

部材引当入力は下記の画面が初期表示されます。 

仕入れた部材を各品番に割り振り（引当）、商品原価に算入する処理です。 

  ※原材料在庫管理(オプション機能)を導入時は引当明細が「引当数」として計上されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作上の注意 

①項目移動について 

項目移動は  Enter キーまたはマウス操作で可能です。 

項目により移動は矢印（← →）キーでも可能です。 

②マスター表示機能 

ブランド、品番項目でスペースキー押下にてマスター参照が可能ですが、一般的には直接コード入力で操作す

る手順を推奨します。 

理由は、マスターが肥大化すると参照画面の表示に時間がかかり、軽快な入力処理を妨げる恐れが 

あるからです。 

③仕入明細検索表示機能 

伝票№でスペースキーにて明細参照が可能ですが、一般的には直接コード入力で操作する手順を 

推奨します。 

④処理の終了 

処理を終了する場合は、右下の終了から画面を閉じてください。 
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[登録]処理説明 

操作方法 

1. 伝票の選択 

 伝票 No.欄に仕入先からの納品書の伝票№を手入力するか、スペースキーを押して、仕入明細検索から 

 伝票を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 転送区分 

 呼び出す明細の転送区分｛未転送のみ・転送済み明細を含む｝を選択します。 

② 引当状況 

 呼び出す明細の引当状況｛未引当・引当中・引当済｝を選択します。（複数選択可能） 

③ 仕入先 

 呼び出す明細の仕入先を指定します。 

 スペースキー押下で検索画面が表示されます。 

  

※原材料在庫管理(オプション機能)を導入時 

   原材料の管理拠点を「倉入先」にて仕入先コードを 

   指定し入力します。 

 

 

 

④ 作業日付、伝票日付 

 呼び出す明細の作業日付、伝票日付を範囲で指定します。 

 ※転送区分指定が未転送のみでも範囲指定が可能です。 

⑤ 伝票 No 

呼び出す明細の伝票 Noを指定します。 

⑥ 部材発注 No 

 呼び出す明細の部材発注 Noを指定します。 

 ※伝票 No・部材発注 No を指定した場合、伝票 No・部材発注 Noのみで明細を抽出します。 

⑦ 検索ボタン 

 指定した条件で仕入明細を抽出します。 

⑧ 条件クリアボタン 

 指定した抽出条件を初期化します。抽出明細も初期表示状態にもどります。 

 ※画面内の抽出条件は、画面を閉じるまで引き継ぎます。 
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2. 原材料の選択 

伝票に登録されている明細が表示されるので、引当する原材料を選択します。 

3. 引当数 

 仕入伝票明細に入力された数量を初期表示します。数値の変更は可能です。 

4. 抽出条件設定ボタン 

引当する品番を条件指定により抽出が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 按分 

 按分対象の品番を設定し、“数量”か“金額”の按分方法を選択し按分実行ボタンをクリックします。 

 ※原材料在庫管理(オプション機能)を導入時 

   在庫管理ありの原材料は“数量”のみ指定可能となります。 

6. 数量 

 それぞれの品番ごとに使用する部材量を入力します。 

7. 実行ボタン 

 引当情報を登録します。 

8. 中止ボタン 

 画面を初期化します。 

9. 終了ボタン 

 終了する場合は終了ボタンを押し、画面を閉じます。 

区分 

製造区分：バルク、 

サンプルより指定 

各種項目を 

個別指定、範囲指定

にて条件設定が 

可能です。 

仕入先が異なる部材

を抽出する場合は、 

チェックを付けます 
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＝引当入力＝ 

   伝票№を指定し、仕入伝票の明細を表示。引当を行なう明細を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   抽出ボタン Enter キーにより使用品番が表示されます。 

抽出条件設定を入力した場合は、条件範囲内の品番のみ表示されます。 

 

按分対象とする品番にチェックをつけ按分実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

※按分非対象の品番には引当されません。 

※予定数量が登録されていない品番は、直接品番を入力することで引当が可能です。 

※修正や削除モードがないため、引当を解除する場合は直接引当実行数量を 0にしてください。 

引当を行なう

部材を表示し

柄番を指定し

ます。 


